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い浮かべなかったときは、「なし」と記入してくだ

さい。また〇をつけたものに関しては「遊んだ時

期」「誰と遊んだ」「遊んだ場所」「または知った場

所」も記入してください。 

3.調査対象者 

《2022年》指定保育士養成課程・教職課程履修の４

年制大学の３年生および 4年生 84名 

《2019年》指定保育士養成課程・教職課程履修の４

年制大学の２年生 51名 

4.結果と考察 

《定量調査の結果》 

《2022年》 

第１位 はないちもんめ 

第２位 かごめかごめ 

    おしくらまんじゅう 

第４位 あんたがたどこさ 

第５位 お寺の和尚さん 

《2019年》 

第１位 はないちもんめ 

第２位 かごめかごめ 

第３位 おしくらまんじゅう 

第４位 あんたがたどこさ 

第５位 ずいずいずっころばし 

《定量調査から読み取れること》 

いずれの調査も、定番の「はないちもんめ」「か

ごめかごめ」以外は一定数の知らないとういう学生

がおり、代表的な伝承遊びを取り上げているにもか

かわらずこの状況であることから、伝承遊びが身近

なものではないと考えられる。 

全員が知らないというものが存在しているにもか

かわらず、全員が知っているというものが存在しな

い。このことは伝承遊びの伝承についてその伝承に

ついて考えていかなければならないのではないか。 

「知らない」＝「やったことがない」「見たことが

ない」の構図がうかがえる。 

《定性調査の結果》 

発表会場にて、グラフなどの詳細を示す。 

《定性調査から読み取れること》 

(1)遊んだ年齢 

いずれの調査でも、幼児期が最も遊んだ時期であ

った。「あんたがたどこさ」「おしくらまんじゅう」

な どイメージとして子どもっぽさの少ないものは

年齢が大きくなってからも遊んでいた。 

(2)遊び相手 

いずれの調査でも、組織（保育所、幼稚園、学

校、学童）に属する友達と遊ぶことが最も多かっ

た。近所の友達と遊んだ経験は多くはなかった。反

面、家族と様々な遊びを経験している学生もいた。

これは家庭による差ではないか。 

(3)遊んだ場所 

いずれの調査でも、組織（保育所、幼稚園、学

校、学童）に属する場所で遊ぶことが多かった。近

所という回答は見られたが伝承遊びを継承していく

ような場所はもはや組織に属する場所にかかってい

る。 

大勢での遊びが可能な伝承遊びは地域に根付かせ

ることはできないか。 

5.最後に 

飯泉（2019）にて「伝承遊び」は「学びの 3本

柱」や「保育内容の五領域」に通じるものがあるこ

ろを述べているが、よき保育と「伝承遊び」の伝承

も通じるように思う。 

保育の現場で保育者は、子どもたちに単に遊ばせ

る為に伝承遊びを取り扱うのではなく、その価値を

知りつつ、理解しつつ取り扱い、伝承していくこと

の一端を担っているという自覚を持つ必要があるの

ではないか。 

本研究の調査は 3年足らずの時差のある調査であ

ったため、微妙な差異は見られたものの、予想ほど

の大きな差異は見られなかった。しかし、将来さら

に時を経た際に、同一の調査を実施した際の結果

は、本研究の 2019年、2022年と差異が現れるので

はないかと予想される。 

「伝承遊び」の保全ということも視野に入れて研

究を進めたい。 
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Scratchによる小学校第３学年の読譜の学習 

個別最適な学びの視点からの音楽科における ICT活用 

Learning to read notes using “Scratch” in 3rd grade of elementary school. 

Using ICT in music learning from the view of Individually Optimized Learning. 

 

飯泉 正人(つくば市立茎崎第一小学校)  

Masato Iizumi (Kukizaki First Elementary School in Tsukuba City)  
(キーワード)

Scratch、ICT、読譜、初等音楽科教育、個別最適な学び 

1.研究の背景
(1 )個別最適な学び 

「学習指導要領の趣旨の実現に向けた個別

最適な学びと協働的な学びの充実に関する参

考資料」（文部科学省 20 21）では、個別最適な

学びは指導の個別化と学習の個性化から成り、

指導の個別化とは、一定の目標を全ての児童

生徒が達成することを目指し、個々の児童生

徒に応じて異なる方法で学習を進めることで

あるとされている。また、個別最適な学びは、

ICT の活用も含め、児童生徒が主体的に学習を

進められるよう、それぞれの児童生徒が自分

にふさわしい学習方法を模索するような態度

を育てることが大切であるとされている。

(2 )読譜力と「音楽的な見方・考え方」 

小学校学習指導要領は、音楽科の目標で

「音楽的な見方・考え方」を示している。学

習指導要領解説は「音楽的な見方・考え方と

は『音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，

音楽を形づくっている要素とその働きの視点

で捉え，自己のイメージや感情，生活や文化

などと関連図けること』であると考えられる。」

と解説している。

(3 )小学校第３学年の読譜学習

つくば市立 K 小学校の児童は、器楽におい

て、６年生になっても音符に音名を書き添え

る児童が多い。これは、音符のみでは音が判

別できず、運指が円滑にできないためである。

この場合、児童は音高を判別するのではなく、

書き添えた音名の文字を読む。この行為は、

「音や音楽を，音楽を形づくっている要素と

その働きの視点で捉える」ことから遠ざかっ

ていると言えるのではないか。

「小学生の音楽」（教育芸術社）では、３年

生から本格的に五線で音符を読む学習が始ま

る。筆者は、この時期に、児童に音符を読む

ことが楽しいという気持ちや、音符が読める

ようになって嬉しいという達成感を持たせな

がら、読譜の力を伸ばしたいと考えた。

図１ Scra tch プロジェクト「音符の読み方

（ト音記号・リズムに乗ってテスト

編）小３向け」のステージ（学習画

面）作 :KAERU DAISESEI

(4 )Scratch の活用

これまで、読譜の学習は、フラッシュカー

ド遊びで、音符の音名を児童が順番に答える

方法をとってきた。しかし、読譜力の個人差

─ 33 ─



JMSME  音楽教育メディア研究 第９巻 令和５年３月 Scratchによる小学校第３学年の読譜の学習

2

は非常に大きく、一斉指導は非効率的であっ

た。そのため、個別最適な学びの視点から、

このフラッシュカード遊びを、タブレットを

用い、各児童の進度で学ぶ必要があった。そ

の解決策の一手法として、Scra tch に投稿され

ていたプロジェクト、KAERU DAISESEI の

「音符の読み方」を利用することとした。

この「音符の読み方」というプロジェクト

（図１）は、音符が表示されてから４拍以内

（拍の音が鳴る）に答えのボタンをクリック

し、正解ならそれが得点１になるという機能

がある。このプロジェクトを活用して、筆者

は、全ての児童の読譜力を向上させる学習活

動を考えた。

2.研究の目的
五線上で音名を判別し器楽表現ができるこ

とを目指し、第３学年において、全ての児童

が読譜力を向上させられる学習活動を行う。

3.研究の方法
対象は、第３学年（97 人）とする。その方

法は、Scra tch プロジェクト「音符の読み方」

を活用した個別学習を、５回分の授業の開始

時より 10 分間行い、児童の読譜の伸長を見た。

児童には、授業ごと最もよくできた時の記

録をテンポと点数とで Forms で報告させた。

教師は、５回の活動の内、第３回から第５

回までの個々の児童の上達度を４段階に分類

した。

事後、児童に Forms による意識調査を行い、

この学習が楽しかったか、この学習が役に立

ったかを聞いた。

4.結果と考察
調査に有効な回答が得られた児童は全体の

61％（60人）であった。その内 86％（52人）

に五線上で音符を読むスキルの上達が確認で

きた。このことから、この Scra tch プロジェク

トは、全ての児童が読譜力を向上させるため

の教具として適していると考えられる。

「この学習は楽しかったか」の意識調査に、

97％（94 人）の児童が、「とても楽しかった」

または「楽しかった」と回答した。このこと

から、学習意欲の面から、このプロジェクト

は、全ての児童が読譜力を向上させるための

教具として適していると考えられる。

プロジェクト製作者の協力を得て、第３学

年に適切な音域への改編や、バグの修正を行

うことができた。プロジェクトの使用者（教

師）と製作者との連携は価値のあるものであ

った。

5.今後の課題
テンポと点数の報告を Forms への入力で行

ったが、調査に有効な回答が得られた児童は、

61％であった。今後は調査方法の検討が必要

である。また、個々の児童の上達度を教師が

４段階に分類した（児童によって設定したテ

ンポが異なるため）が、システムに学習分析

（ラーニングアナリティクス）機能があるこ

とが望ましい。

意識調査では 60％が「（音符が）読めるよう

になったと思う」と回答した。この数値を上

げる手立ての余地があると考えられる。

同様の実践を第４学年で行い、第３学年と

結果を比較したところ、上達の側面からも意

欲の側面からも第３学年の方が良い値となっ

た。つまり、学齢の低い段階の方が学習効果

が表れる可能性が示唆されるのではないか。

以上３つの課題が残った。今後の研究に生

かしたい。

教材「音符の読み方（ト音記号・リズムに乗

ってテスト編）小３向け」作 :KAERU 

DAISESEI

JMSME  音楽教育メディア研究 第９巻 令和５年３月 文献管理ソフト EndNoteを活用した論文作成

1

体験談 「文献管理ソフト EndNoteを活用した論文作成」

Paper superintendence software "EndNote" practical use way

田中功一 (放送大学)
放送大学 (The Open University of  Japan)

(キーワード)

文献管理、管理ソフト、論文作成、参考文献、EndNote

私たちは論文を書くとき、自分のテーマに関

連する他の研究者らの研究の文脈について意

見が異なる場合でも共有して進めることが多

いと思います。関連する論文を広範囲に読んで

いくと、次第に自身の着眼点が見えてくること

がありますが、参考論文数が多くなるとその管

理方法を考えたくなります。文献管理ソフトは

参考文献となる論文を管理するソフトであり、

このソフトの使用により論文作成がスムーズ

になります。ここでは筆者が使っている文献管

理ソフト ”EndNote X8”1の活用例を体験的に述

べたいと思います。

論文作成のスタートにおいて、自身の研究に

関連する先行研究を J-STAGEや CiNii で検索し

て読み進めていくと、次第に自身の論文の題目

が見えてくることがあります。その過程でノー

トに記録することがあると思います。文献管理

ソフトを使うと論文のダウンロードと保存、論

文へのメモなどを一覧にまとめて管理できる

ため、執筆のストレスが軽減されます。

G-STAGE や CiNii から論文を download する

際、図１の画面が表示されます。”EndNote”を選

択すると、論文と書誌データが自分のパソコン

の ”EndNote”内にダウンロードされます。各論

文に対して自身のメモ書きができるので、文献

量が多くなると便利です。私は自身の論文に引

用したい部分を抜き出して ”EndNote”に保存し、

それに対する意見をメモしますが、この論文作

1 ユサコ株式会社
(USACO Corporation) https://www.usaco.co.jp

成支援ツールとしての機能は威力を発揮する

と感じています。また、Word との連携では図 2

のように Word 画面に ”EndNote”が示されるの

で、参考文献の書式も簡単に変更可能です。引

用論文は巻末の参考文献一覧に自動的に表示

されるため、管理の煩わしさが軽減されます。

書式も指定できるため、出稿先の学会が変わっ

ても、新たな書式に自動的に変換されます。

高価なソフトですが強力な機能が備わって

いると思います。また、機能は限定的ですが無

料版の EndNote basic もあるようです。

 

図 1  download（左:CiNii、右 :J-STAGE）

図  2  Word メニューに示された EndNote X8
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